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昨年から新たな大会として再スタートした福岡国際マラソン。

今年はマラソン日本代表選考レース「ＭＧＣファイナルチャレンジ」の

一大会として開催される。来年のパリ五輪代表は、

10月のマラソングランドチャンピオンシップ（ＭＧＣ）の

上位２人がすでに内定。福岡国際（12月）、大阪（２月）、

東京（３月）のＭＧＣファイナルチャレンジ３レースで、

設定記録２時間05分50秒以内で走った最上位タイムの選手が

３人目の代表の座を勝ち取る。

　日本勢では細谷恭平（黒崎播磨）
の走りが注目される。ＭＧＣでは
28km手前で他の選手と接触して激
しく転倒。途中棄権となったが、大き
なダメージはなく練習もすぐに再開で
きた。細谷は21年の福岡国際で日
本人トップの２位。終盤に気温が上
がってペースダウンしたが、30kmま
では２時間５分台が狙えるペースに
チャレンジした。強豪の集まった22年
シカゴでは後半に順位を上げて６位
（２時間08分05秒）。今回の福岡国
際では「外国勢と勝負をする」ことも
テーマとしている。福岡国際では過
去に幾度となく、日本人選手と外国
人選手が好勝負を演じてきた。２時
間４～５分台の自己記録を持つ外国
選手たちと終盤まで優勝争いを演じ
ることができれば、ＭＧＣファイナル
チャレンジ設定記録の突破も十分み
えてくるだろう。

　外国選手勢は今年も福岡国際
マラソンにふさわしく多彩な顔ぶれ
になった。
　ベテラン２人が優勝候補の双璧
だ。アベル・キルイ（ケニア）は世界
陸上で金メダル２個、五輪で銀メダル
１個を獲得したレジェンド的な選手。
経験を活かした走りは他選手の脅威
となるだろう。福岡国際に向けての練
習は順調だという。自己記録（２時間

05分04秒）更新もありそうだ。アベ
ベネゲウォ・デゲファ（エチオピア）は
２時間04分51秒のスピードを誇るラ
ンナーだ。自己記録を出したのは４年
前の19年。20年、21年も２時間５
分台前半で走っている。勝負どころ
で、持ち前のスピードで突っ走る可能
性がある。

　福岡国際マラソンに“縁（ゆかり）”
のある選手も複数出場する。ソンドレ
ノールスタッド・モーエン（ノルウェー）
は、17年の福岡国際で２時間05分
48秒のヨーロッパ記録（当時）で優
勝した。30km以降で２位を１分22秒
も引き離す圧巻の強さを見せた。マイ
ケル・ギザエ（スズキ）も21年の福岡
国際の優勝者。地元の福岡第一高
出身で福岡国際マラソン出場７回。
まさに福岡で育ってきた選手。自己記
録は２時間７分台だが、21年大会が
そうだったように、悪コンディションで
も力を発揮する。ギザエの後輩のヴィ
ンセント・ライモイ（スズキ）も福岡国
際に昨年出場し、初マラソンながらギ
ザエに先着して２位（２時間07分01
秒）と健闘した。ハーフマラソンで59
分51秒と日本記録を上回るスピード
を、今年はさらに活かしたレース運び
を見せられるか。

　オーストラリア選手も福岡国際で

活躍してきた歴史がある。1967年に
はデレク・クレイトンが、1981年には
ロバート・ドキャステラが福岡国際で
当時の世界記録を更新した。近年は
世界記録との差は開いてしまったが、
昨年の福岡国際でブレット・ロビンソ
ンが２時間07分31秒（４位）と、36年
ぶりにオーストラリア記録を更新した。
今年も再度ナショナルレコードを更新
できるか注目だ。
　アジア勢では今年３月に、中国歴
代２位の２時間07分49秒を出した
楊紹輝が注目される。10月の杭州ア
ジア大会では、２時間６～７分台の記
録を持つ日本代表２人を抑えて銅メ
ダルを獲得。中国選手初の２時間６
分台も射程圏内に入っている。

　これからマラソンで輝く可能性を秘
めた選手たちも、世界大会のメダリス
トや世界レベルの記録を持つ選手た
ちに挑戦する。丰配友（中国）は22
歳と若く、今年２時間09分21秒と一
気に記録を伸ばしてきた選手。市田
宏（旭化成）はニューイヤー駅伝６区
で３年連続区間賞を取り駅伝でス
ピードを研いてきた。このほかにも今
回福岡に挑む多数の選手たちの中
から新たなスターが飛び出すことを期
待したい。
　国際色豊かな競り合いが、今年も
師走の博多路を舞台にドラマを生む。
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福岡国際マラソン２０２３では様々な取り組みにより、ワンヘルスの推進やＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成を目指します。
福岡県では「人の健康」、「動物の健康」、「環境の健全性」の３つをひとつものとして捉え、一体的に守っていくワンヘルスの取り組みを推進しています。この一環とし
て、福岡県ワンヘルス認証制度を導入し、ワンヘルスの理念に沿って生産される農林水産物や加工品の積極的な活用を促進しています。

●入賞選手に贈呈する賞状は、福岡県指定
　特定工芸品の八女手漉和紙を使用しています。

●福岡県知事賞として優勝者に贈呈する盾は、
　福岡県ワンヘルス認証を受けた県内事業者が
　福岡県産の「センダンの木」から制作しています。
　センダンの木はＣＯ２の吸収量も多く、地球に
　優しい木材とされています。

●レース終了後のレセプションパーティーでは、福岡県ワンヘルス認証農林水産物などの
　県産食材を中心とした料理を提供します。

地元の素材や食材を活用します

●大会運営車両の多くに水素自動車MIRAIやハイブリッド車を使用します。

●開催に当たって必要な製作物の一部は、廃棄時に有害物質を排出しない素材
　やリサイクル素材から作られているものを使用します。

環境に配慮した車両や素材により大会を運営します

●大会の開催を記念して、１０月２９日（日）に、福岡県（大会主催者）と第一生命保険（株）
　が共催し、小学生を対象としたランニング教室を開催しました。

●第一生命保険（株）のランナー応援プロジェクト「Run with You」で活躍されている選手を
　迎え、ストレッチ方法やランニングフォームなどの指導により未来のアスリートを育成しています。

小学生を対象としたランニング教室を開催しました

●優勝者を称えるオリーブ冠は、大会協賛企業の九電工のＳＤＧｓの取り組みの１つである、
　オリーブ事業で収穫されたオリーブの枝を丁寧に積み上げ製作されています。

ＳＤＧｓに寄与するオリーブ冠で優勝者を称えます

●福岡国際マラソン２０２３は、たくさんの地域の方々や県内外の協賛企業、様々な関係団体のご協力により、成り立っています。
●今大会から新たに、“オフィシャルサプライヤー” を新設し、福岡県（大会主催者）と包括提携協定を締結する企業や地元企業の
　皆様からの、物品やサービスの提供により大会を開催しています。

たくさんの方々のご協力により大会を開催しています

車両協力：福岡県トヨタグループ
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